
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

合志市家庭教育支援チーム 

 （呼称：チームこうし） 

  

 

②活動拠点 熊本県合志市福原２９２２ 合志市教育委員会生涯学習課 中央公民館 

③活動範囲 主に合志市全域 

④組織体制 

 

   ８ 人 

くまもと「親の学び」プログラムトレーナー ４人 

合志市教育委員会生涯学習課 家庭教育支援担当 ４人 

 

⑤活動開始年度 平成 24 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

合志市教育委員会 生涯学習課 家庭教育支援担当 

（TEL）096‐248‐5555   （E-mail）gakusyu@city.koshi.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☐保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・１０月の就学時健診や２月の新入学児等保護者説明会の折に、公民館指

導者養成講座の受講生がトレーナーとして、くまもと「親の学び」プログラム

を実践し、お互いの技能を高めながら、心が通い合う交流を深めている。 

(毎年、小中学校の新１年生の保護者約 800 名程度を対象に実施) 

・中学校次世代編を 4 中学校が実施している。 

・１１月から１２月にかけて、４回の合志市「親の学び」プログラム進行役養

成講座を企画し、公民館の主催講座として位置づけて取り組んでいる。(対

象者は教職員、PTA 役員、地域リーダー、保護者など) 

・トレーナーのアイディアや良さを出し合いながら内容構成を考え、学びの深

い講座になっている。 

閉講式では積極的な活動ぶりを称賛し、合志市公認トレーナーの認定証を

平成２９年度から約４０名に

授与している。 

・幼稚園や保育園の保育参

観の折に、保護者等を対象

に、くまもと「親の学び」プロ

グラムを実践し、和やかな

雰囲気の中で家庭教育支

援を行っている。(毎年、幼

稚園・保育園などで３園程

度実施) 

（くまもと『親の学び』プログラム 西合志第一小学校） 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・熊本県家庭教育支援功労者表彰受賞(H28) 

・合志市「親の学び」トレーナーの成果として、一人一人が支え合い、協力し

合って「親の学び」プログラムを進めるという意識の高まりが見られる。 

・トレーナーのチーム力を大切にしながら、気づいた情報をトレーナー同士

が共有し、目配りや気配りが上手になり向上している。 

・保護者の様子として、アイスブレーキングを取り入れたことで、保護者同士

のコミュニケーションが図られ、グループ内での笑顔や盛り上がりが随所に

見られた。保護者同士が、次回会う時に声かけがしやすいような状況がつく

られている。また、友だちになれるきっかけづくりを果たしている。 

・与えられた課題をグループで一緒に共有し参考になることが多く見られる。 

 

 

 

 



⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （熊本県事業） 

 


